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午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

教育委員会

１．県内の競技者の状況

２．県内の指導者の状況

３．国民体育大会ふるさと選手制度について

４．２巡目国体に向けた県有スポーツ施設の

整備について

商工観光労働部

１．スポーツ合宿・大会誘致に係る組織体制･

連携状況・経済効果等について

総合政策部

１．ホストタウンについて

○協議事項

１．県内調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 丸 山 裕次郎

副 委 員 長 日 高 博 之

委 員 外 山 衛

委 員 松 村 悟 郎

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 右 松 隆 央

委 員 野 﨑 幸 士

委 員 井 上 紀代子

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 有 岡 浩 一

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 四 本 孝

教 育 次 長
片 寄 元 道

（ 総 括 ）

教 育 次 長
川 越 良 一

（教育政策担当）

総 務 課 長 亀 澤 保 彦

教 職 員 課 長 西 田 幸一郎

スポーツ振興課長 古 木 克 浩

商工観光労働部

観光経済交流局長 武 田 宗 仁

観 光 推 進 課 長 福 嶋 清 美

総合政策部

総 合 政 策 課 長 松 浦 直 康

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 押 川 幸 司

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

○丸山委員長 それでは、ただいまから、スポ

ーツ・観光対策特別委員会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

本日は、教育委員会、商工観光労働部及び総

合政策部においでいただき、教育委員会から、

本県のスポーツ競技力の現状及び２巡目国体に

向けた県有施設の整備について、商工観光労働
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部からは、スポーツ合宿・大会誘致に係る組織

体制・連携状況・経済効果等について、総合政

策部からは、ホストタウンについて、概要説明

をいただきます。

その後、県内調査、次回委員会等について御

協議いただきたいと思いますが、このように取

り進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

それでは、執行部入室のため暫時休憩いたし

ます。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○丸山委員長 委員会を再開いたします。

本日は、教育委員会、商工観光労働部、総合

政策部においでいただきました。

執行部の皆様の紹介につきましては、お手元

に配付の出席者配席表にかえさせていただきた

いと思います。

それでは、早速、概要説明をお願いします。

○四本教育長 おはようございます。教育長の

四本でございます。

本日は、教育委員会と商工観光労働部、総合

政策部、合同で出席をさせていただいておりま

す。よろしくお願いをいたします。

丸山委員長を初め、委員の皆様の御指導、御

支援をよろしくお願い申し上げます。

本日は、前回の委員会での御指摘の内容等を

受けまして、この後、まず、教育委員会から、

競技団体登録者数やスポーツ少年団登録者数の

推移といった競技者の状況や、公認スポーツ指

導者数やスポーツ少年団指導者数の推移といっ

た指導者の状況、そして、２巡目国体に向けた

県有スポーツ施設の整備について御説明をさせ

ていただきます。

また、教育委員会に引き続いて、商工観光労

働部からスポーツ合宿・大会誘致に係る組織体

制・連携状況・経済効果等について、さらに、

総合政策部からホストタウンについて御説明を

申し上げます。

具体的には担当課長等に説明させますので、

どうぞよろしくお願いをいたします。

私からは以上であります。

○古木スポーツ振興課長 スポーツ振興課でご

ざいます。

スポーツ・観光対策特別委員会資料、教育委

員会資料の１ページをごらんください。

Ⅰ、県内の競技者の状況について御説明いた

します。

まず、１の競技団体登録者数の推移について

であります。このグラフで示しています競技団

体登録者とは、グラフの下の四角囲みに記載し

ていますとおり、各競技団体に登録している小

学生、中学生、高校生、大学及び一般の合計人

数であります。グラフを見ていただきますと、

競技団体の登録者数は、平成７年を境に減少傾

向にあります。その主な理由としましては、本

県の人口減少等によるものと考えております。

次に、２のスポーツ少年団登録者数の推移に

ついてであります。まず、スポーツ少年団につ

きましては、グラフの下の四角囲みに記載して

いますとおり、昭和37年に日本体育協会50周年

記念事業として設立されたものでありまして、

本県では、昭和38年に設立されております。グ

ラフを見ていただきますと、スポーツ少年団の

登録者数は、平成７年を境に減少傾向にありま

す。その主な理由としましては、児童生徒数の

減少等によるものと考えております。
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続きまして、２ページをごらんください。

次に、Ⅱ、県内の指導者の状況について御説

明いたします。

まず、１の公認スポーツ指導者数の推移につ

いてであります。このグラフで示しています公

認スポーツ指導者とは、グラフの下の四角囲み

に記載していますとおり、公益財団法人日本体

育協会及び加盟団体が、公認スポーツ指導者法

に基づき資格認定する指導者のことであります。

グラフを見ていただきますと、平成17年から平

成27年にかけまして指導者数がふえております

が、その主な理由としましては、平成25年の東

京国体から全ての競技で団体の監督等に公認ス

ポーツ指導者としての資格が義務づけられたこ

とによるものと考えております。

次に、２のスポーツ少年団指導者数の推移に

ついてであります。この推移による指導者とは、

宮崎県スポーツ少年団に登録をされている指導

者のことであり、先ほどの公認スポーツ指導者

の資格を有していないものも含まれています。

３ページをごらんください。

３の公立小・中学校及び県立学校教職員の年

齢構成状況についてであります。平成28年４月

１日現在で、平成29年３月31日満年齢の教職員

の年齢構成状況を示したグラフであります。左

上が小学校の教職員、右上が中学校の教職員、

左下が県立学校の教職員、右下が全校種の教職

員となっております。いずれのグラフも左側が

男性、右側が女性となっております。

続きまして、４ページをお願いいたします。

４の教員採用選考試験「スポーツ・芸術の分

野に係る特別選考試験」についてであります。

（１）の概要につきまして、①の趣旨につい

てでありますが、スポーツ、芸能等の分野にお

いて、特に秀でた技能や実績を有する者の採用

は周りの教員への刺激や個性豊かな児童生徒の

育成によい効果が期待できることから、平成９

年度の教員採用選考試験から導入しております。

②の出願資格としましては、大学等に在学中

または社会人として、国際大会や全国レベルの

大会以上の競技会で優秀な成績をおさめた者と

しております。

次に、（２）の特別選考採用者数の推移であり

ますが、平成９年度から今年度の採用までで、

合計35名を採用しております。

次に、（３）の主な活動状況でありますが、①

の選手としての実績としましては、レスリング

とカヌーで国体優勝、ウエートリフティングで

国体２位など、選手として高い競技力を発揮し

ています。

②の指導者としての実績としましては、新体

操、カヌー、陸上競技で国体優勝など、優れた

専門性を生かして本県少年の競技力の向上に貢

献していただいております。

続きまして、５ページをお願いいたします。

次に、Ⅲ、国民体育大会ふるさと選手制度に

ついてであります。

まず、１の概要についてでありますが、（１）

にありますように、成年種別に出場する選手は、

居住地を示す現住所、勤務地、ふるさとのいず

れかの都道府県から参加することができるとさ

れており、（２）にありますように、ふるさとと

は、卒業中学校または卒業高等学校のいずれか

の所在地が属する都道府県となっておりまして、

（４）にありますように、この制度の活用は、

原則として１回につき２年以上連続とし、利用

できる回数は２回までとなっております。

次に、２の本県ふるさと選手の状況について

であります。表の上から２段目にありますよう

に、過去５年間の国民体育大会本大会に出場し
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たふるさと選手数は、平成25年第68回の東京国

体の59名を最高に、毎年50名前後の選手が出場

しております。また、表の一番下にありますよ

うに、本大会に出場しました全ての成年種別選

手数に対して、ふるさと選手の割合は、毎年30

％前後となっております。

次に、３の近年の国民体育大会における競技

種目ごとの主な入賞者についてでありますが、

表の上から２段目にありますように、ことしの

リオデジャネイロオリンピック日本代表として

出場する水泳の松田丈志選手を初め、毎年、個

人競技種目を中心に多くの選手が入賞しており

ます。

最後に、６ページをお願いします。

Ⅳの２巡目国体に向けた県有スポーツ施設の

整備について御説明いたします。

まず、資料の右上に、教育庁スポーツ振興課

と総合政策部総合政策課との連名としておりま

すが、施設整備につきましては全庁的に対応す

る必要があることから、昨年度、副知事を議長

とし、関係部長で構成する庁内検討会議を設置

し、検討しているところであります。したがい

まして、先週の常任委員会におきまして、総務

政策常任委員会では総合政策課から、文教警察

企業常任委員会では当課から、それぞれ御報告

させていただいたところでございます。今後も

知事部局と連携しながら全庁的に検討していく

ことから、当委員会におきましても、施設整備

に向けた検討状況につきまして適宜報告させて

いただきたいと考えておりますので、引き続き

よろしくお願いいたします。

それでは、説明をいたします。

まず、１の県有スポーツ施設の現状と課題に

ついてであります。

（１）現状につきましては、表に示しており

ますとおり、多くの施設が昭和54年の宮崎国体

前に整備されたものであります。そのため、（２）

課題としましては、①に記載のとおり、いずれ

の施設も老朽化が進んでおり、陸上競技場や水

泳場は、国体の施設基準に適合していないこと、

また、②に記載のとおり、県体育館は空調施設

がないため、夏場は選手や観客の熱中症が懸念

されるなど、安全性の確保等が困難な状況にあ

り、２巡目国体の開催に向け、施設の建てかえ、

改修等が必要であると考えております。さらに、

③にありますように、県総合運動公園の津波対

策も課題となっております。

次に、２の施設整備における検討の視点（案）

をごらんください。施設整備につきましては、

こうした課題を踏まえ、４つの視点から検討す

ることとしております。

１点目は、競技の円滑な実施やユニバーサル

デザインなどの機能性、２点目は、国体終了後

も本県の地域振興の中核的な施設として活用す

るための将来の活用、３点目は、地震や津波等

の災害を想定し、安心して利用いただくための

安全性、４点目は、建設費などを最小限に抑え

るための経済性であります。

７ページをお願いします。

３の検討方法についてでありますが、庁内検

討会議や業務委託による調査研究、また、市町

村や競技団体との協議等を随時行いながら慎重

に検討してまいりたいと考えております。

次に、４の今後の主なスケジュール（案）を

ごらんください。スケジュールと検討内容等を

表に示しておりますが、まず、県内のスポーツ

施設につきまして、競技の実施に必要な施設の

機能等を踏まえ、現状と課題を整理することに

しております。その上で改築が必要な県有施設

の絞り込みを行い、整備する場所やその手法な
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ど選定に関する考え方を整理し、12月までに施

設整備方針案の中間まとめを行い、来年３月ま

でに基本構想案をまとめたいと考えております。

なお、現在、国体準備スタートアップ事業に

おいて、県有主要体育施設の現況や機能、整備

候補地等に係る調査を始めたところであり、調

査の経過や結果等につきましては、適宜報告さ

せていただきながら、スケジュール感を持って

進めてまいりたいと考えております。

説明は以上でございます。

○福嶋観光推進課長 委員会資料を商工観光労

働部と書いてありますものにかえていただきま

して、１ページをお開きください。

スポーツ合宿・大会誘致に係る組織体制・連

携状況・経済効果等について御説明をいたしま

す。

まず、１のみやざき観光コンベンション協会

への人的・財政的な支援状況についてでありま

す。

（１）人的支援の状況の①役員の表をごらん

ください。平成28年度の欄にありますように、

常勤役員２名が県ＯＢ、非常勤役員10名のうち

県派遣が１名となっております。また、②職員

の表の平成28年度の欄にありますように、職員

総数23名のうち県派遣が５名、県ＯＢが１名と

なっております。また、そのうちスポーツラン

ドの担当職員につきましては、職員総数５名の

うち県派遣が３名となっているところです。

次に、（２）の財政支援の状況の表をごらんく

ださい。27、28年度のコンベンション協会に対

する補助金の当初予算の状況を記載しておりま

す。１行目のスポーツランドみやざき推進事業

につきましては、平成27年度が3,171万3,000円、

平成28年度が6,471万3,000円となっております

が、平成28年度に増加した3,300万円は、２月定

例会でお認めいただいた予算であり、地方創生

加速化交付金を財源としたアスリートフード、

スポーツメディカル、スポーツツーリズムの拡

充等を内容としております。

なお、残りの３事業につきましては、表に記

載のとおりであります。

次に、２の県とコンベンション協会、市町村、

民間団体等との連携状況についてです。

（１）の誘致体制をごらんください。まず、

誘致活動を行う際には、競技団体や旅行エージェ

ント等から得られた情報について、市町村や民

間宿泊施設と連携会議の場ではもちろんのこと、

随時、情報交換・共有を行い、協力しながらセ

ールスや説明会等の誘致活動を行っております。

次に、２つ目のポツですけれども、問い合わ

せがあった際の対応ですが、スポーツ合宿のワ

ンストップ窓口の相談窓口の役割をコンベン

ション協会が担っておりまして、具体的に問い

合わせがあった際には、競技や規模、時期に応

じて、県や市町村施設の受け入れの可否を確認

し、宿泊施設等の情報を伝える体制となってい

るところです。

次のページの（２）市町村や民間団体等との

主な協議会等をごらんください。具体的な連携

の場の例として、①から⑤に主な協議会等を挙

げております。これらのほか、担当課長会議や

担当者会議等を通じ、連携を図りながらスポー

ツキャンプの誘致や大会の誘致、運営等に取り

組んでいるところであります。

それでは、３のスポーツ合宿・大会誘致によ

る経済効果をごらんください。春季におけるス

ポーツキャンプ・合宿の経済効果及び観客数、

宿泊施設の客室稼働率の３年分を表にしたもの

であります。表に記載のとおりでありますが、

経済効果、観客数とも平成28年は過去最高であ
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りました。また、宿泊施設の客室稼働率につい

ては、この過去３年間の中では、速報値ではあ

りますが、平成28年が最も高くなっており、ス

ポーツキャンプがピークを迎える２月に客室稼

働率も高くなっていることがわかる結果となっ

ております。

観光推進課からの説明は以上であります。

○松浦総合政策課長 お手元の資料の総合政策

部の委員会資料のほうをお開きいただきたいと

思います。

私からは、ホストタウンについて御説明を差

し上げます。

まず、１の制度の概要でございますが、（１）

の目的にありますように、2020年の東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会を契機としま

して多くの選手とか観客の方々が来国されます

ので、その際に全国の地方公共団体と、それか

ら大会参加国の皆様との人的あるいは経済的・

文化的な相互交流を深めていきたいというもの

で、このホストタウンというものを国のほうが

指定をするということになっております。

（２）のホストタウンとは、とありますけれ

ども、オリンピック・パラリンピック東京大会

の前後を通じまして、住民等と団体の方々との

交流に取り組みたいという形で地方公共団体が

国のほうに申し出をしまして、国のほうが登録

をするというふうな形になっておりますが、ど

ういった交流を想定しているかということにつ

きましては、（ア）から（ウ）にありますように、

まずは、大会に参加をする選手というくくり、

それから、その大会の参加国、それから、大会

の参加国に関係する方々が想定されますけれど

も、日本人オリンピアン・パラリンピアン、そ

ういった方々との交流というものを基本的に念

頭に置いているものでございます。米印にあり

ますけれども、これは必ずしもホストタウンに

登録されたということで事前合宿が約束される

というものではありません。やはりそれぞれの

自治体の努力というものが必要になってくると

いうことでございます。

（３）の地方への財政の支援の措置でござい

ますけれども、ここにありますように、交流等

の取り組みに対しましては、特別交付税の措置

でありますとか、それから事前合宿の実施に必

要不可欠な施設等の整備あるいは改修に係るも

のにつきましては、地方債の措置が設けられる

ことになっているところでございます。そういっ

た形での地方への支援があるというものでござ

います。

２の登録の状況であります。本県におきまし

ては、第一次、ことしの１月でありますけれど

も、県と宮崎市、延岡市が連合して申請をいた

しまして、ドイツのホストタウンとして認めら

れたところでございます。米印にありますが、

小林市につきましては、第二次の登録というこ

とで追加をされております。2002年のサッカー

ワールドカップの事前合宿を受け入れたことが

ありますので、そういったことをきっかけとし

て交流を深めていきたいと考えております。

それから、下のイタリアでございますが、先

般、国のほうが追加で登録を認めたものであり

ますが、県と宮崎市と西都市が連合でイタリア

のホストタウンとなっております。伊東マンショ

等を通じまして交流等を深めていくというよう

なことで考えておりますので、そういった形で

の取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。

登録につきましては、今後も行われるという

ことでありますので、可能性があるところにつ

いては、今後とも取り組んでまいりたいと考え
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ております。

それから、３の市町村等との連携・協力とい

うことでありますけれども、国への申請に当た

りましては、やはり協力関係、これは市町村を

含め、あるいは国際交流の団体でありますとか、

そういったところとの話し合いをしながら認定

に向けて申請をしていくことになりますので、

そういった協議等は適宜進めてまいりたいと考

えております。

私からは以上であります。

○丸山委員長 ありがとうございました。執行

部の説明が終わりました。御意見、御質疑等が

ありましたら御発言をお願いいたします。

○右松委員 教育委員会の２ページであります。

競技力向上に不可欠な要因として指導者の育成

があろうかと思います。やはり息の長い取り組

みが、一朝一夕にはなかなか難しいところだと

思うんです。そういった中で、平成17年から10

年間をかけまして一定程度ふえていますので、

この人数に関しては一定の評価はさせていただ

きたいと思っています。

私が今回伺いたいのは、その内訳、中身です。

一応分類では４つですか、日本体育協会公認ス

ポーツ指導者登録状況ということで少し調べさ

せていただきましたけれども、一つは、一番トッ

プに出てくるのが競技別指導者資格とフィット

ネス資格、それからメディカル・コンディショ

ニング資格、そしてマネジメント資格というこ

とで、４つに分類されています。まず、１点伺

いたいのは、競技別の指導者資格に関して、指

導者とコーチと教師という形で、また、さらに

分類されていまして、調べてみましたら、人数

的には九州各県と比較をして、それほど劣る数

字ではないのかなと思っています。そういった

中で、ただ、指導者であるとか、あるいは特に

教師の数は、例えば鹿児島と比較をすると３分

の１ぐらいであります。教師は、私の手元の資

料で、一昨年の資料ですけれども、本県は10名、

鹿児島は30名と。上級教師が、本県が３名、鹿

児島が８名ということでありました。こういっ

たところの分析をどう評価していて、内部的に

どう考えておられて、今後、この指導者養成の

方向性といいますか、数も含めてどういうふう

に考えておられるのかを伺います。

○古木スポーツ振興課長 今、御指摘をいただ

きましたように、公認スポーツ指導者というの

は、先ほど議員のほうからもありましたように、

内訳として指導員、上級指導員、コーチ、上級

コーチ、教師、上級教師というような区分となっ

ております。この指導員、上級指導員というの

は、どちらかというと生涯スポーツにかかわる

ような資格の方々であるのに対して、コーチ、

上級コーチと言われる方々の資格は競技力の高

い、特に上級コーチであると、もうやはり全国

クラスの指導者ということになると思います。

また、教師、上級教師といいますのは、商業施

設等の運営にかかわってくるような資格も絡ん

でいるところもございまして、ほかの資格もそ

うですけれども、各競技団体によっても教師、

上級教師という資格がない競技もございますの

で非常に複雑でございます。例えば宮崎で言い

ますと、先ほど議員のほうからも御指摘がござ

いましたけれども、27年度で言いますと、教師

という資格については、水泳競技のみが11名持っ

ていらっしゃいます。上級についても水泳競技

のみです。本県については、先ほど申し上げま

したように、商業施設の運営等に関係する資格

でございますので、ほかの競技はなかなかそう

いう資格を取ることはないというような、水泳

の場合は、特にスイミングスクールあたりとの
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関連があるのかもしれませんが。申しわけない

んですけれども、他県との比較については、今

のところ、当方では分析はしておりませんので、

今後、御指摘のように調べさせていただいて勉

強したいと思います。

○右松委員 余り厳しいことを言うつもりはあ

りませんが、やっぱり本県の立ち位置といいま

すか、どういう状況であるのか、それで、やっ

ぱり国体ですから、これはもう他県との競争に

なりますので、その中で指導員というのはやは

り大事な要素、ファクターを占めていますので。

これは調べればわかりますので、そこはぜひと

も調べていただいて、ちなみに、本県の、コー

チの部分ですけれども、一昨年が146名で、上級

コーチが38名なんです。これは他県と比較をす

ると、九州各県でいくとやっぱり上のほうじゃ

ないんです。人口割でいったとしても、例えば、

大分県が184名であります。鹿児島については216

名と。ですから、やはり数が全てではありませ

んけれども、そこはしっかりとふやす努力をし

ていただきたいということを要望させていただ

きます。それともう一点。実は、私はメディカ

ル・コンディショニング資格に注目しています。

というのは、スポーツ立県として本県は頑張っ

てきておりますよね。その中で、スポーツ、そ

れからメディカルと、それから食、これはもう

まさに本県が、これは売って出ないといけない、

売りにしないといけない分野だと思っています。

そういった中で、このメディカルコンディショ

ニング資格者の数が実は残念ながら、これは一

昨年ですけれど、スポーツドクターは59名になっ

ています、鹿児島は101名とか、これは佐賀県だ

けが47名で本県よりか少ないですけれども、あ

とは軒並み九州各県の方が上なんです。スポー

ツ栄養士はゼロ名になっていまして、佐賀と長

崎もゼロ名ですけれども、ほかはやはり数人程

度はいますので、やっぱりアスリート食とか、

いろんな意味でやはり食というのは大事な要素

ですから、重点的に力を入れていかないといけ

ない分野はしっかりと分析をしていただいて、

そこは数をふやしていくという形の取り組みを

お願いしたいと思いますけれども、お考えをお

聞かせください。

○古木スポーツ振興課長 ありがたい御指摘で

あるなと感じております。今、本県のほうも総

合的に、指導者あるいは選手を育成しないとい

けないということで、メディカルということに

は非常に重きを置いております。

スポーツドクター、アスレチックトレーナー、

スポーツ栄養士のお話がございましたが、御指

摘のとおり、日体協のスポーツトレーナーにつ

きましては、実は、毎年、県のほうでも認定を

して、まず、県体協認定のアスレチックトレー

ナー制度というのをつくりまして、若手を50名

以上、育てております。そういった中から１人

でも２人でも日体協のスポーツトレーナーに

チャレンジしていただいてふやそうという取り

組みで、これがかなり定着してきている状況で

ございます。

残念ながら、今、御指摘があったスポーツド

クターとスポーツ栄養士につきましては、まだ

これからというところでございますが、特にス

ポーツ栄養士につきましては、実は、この資格

を持っていらっしゃる方はいらっしゃらないん

ですけれども、タレント発掘の事業も今年度か

ら始めましたが、その中で県の栄養士の方々と

の連携を密にとらさせていただいて、積極的に

参加をいただいております。そのような方々を

こういった資格取得につなげていくことも今後

考えていく必要があるのかなと思います。子供
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たちを、直接的に支えるというところで非常に

大切な役割の方々ですので、今後、ぜひそういっ

た方向で考えてまいりたいと考えております。

○右松委員 日ごろの取り組み、努力について

は、私は高く評価をしておりますし、敬意を表

しておりますので、ぜひとも戦略的に、さらに

頑張っていただくことをお願いしたいと思いま

す。

○徳重委員 スポーツ分野における特別選考で

採用された方が35名という数字が出ております

が、それぞれ一生懸命頑張っていただいている

と思うんですが、その結果というんですか、こ

の先生を採用して今日まで、例えば３年なり５

年なり経過してこういう結果が出たとかいうよ

うな実績の詳細について、教えていただくとあ

りがたいのですが。

○古木スポーツ振興課長 先ほど御説明をさせ

ていただきました教育委員会の資料の４ページ

（３）の主な活動状況というところで、お示し

をさせていただいております。ここで、例えば

レスリングの選手として国体で優勝とか２位と

か、カヌーの優勝、あるいは②の指導者として

の実績でも、新体操、カヌーあたり、陸上につ

いても国体の優勝者を育てているというような

状況がありまして、もうちょっと詳しく申し上

げますと、国体ということにかかわっていきま

すと、この35名の先生方がこれまで国民体育大

会で、選手として御自身が入賞をした、あるい

は育てた子供たちが入賞をしたというものが一

応昨年まで32名でしたので、ことしの３名を除

きますと17名の方がそういった実績があります

ので、53.1％の方々は選手か、あるいは指導者

として国民体育大会に入賞させているような実

績も上げておられます。これは国体だけの話で

すので、そのほかに高校総体であるとか全国の

選抜大会とかもございますので、そういったも

のを入れますと、大変に大きな力を発揮されて

いると言えるのではないかなと分析しておりま

す。

○徳重委員 結果が出ているということでござ

いますが、ここに指導者として、あるいは選手

としての実績等があるわけですが、この種目以

外の採用というのは、公平にというか、全ての

スポーツに、あるいは国体の種目についての選

考ということは考えられないものか。野球も日

本一を一回はとろうということで一生懸命やっ

ていらっしゃるわけだけれども、そこら辺の考

え方はどういう形なのか。

○古木スポーツ振興課長 これまで、平成９年

度から28年度まで35名ということですが、先ほ

ど申し上げましたように、出願の資格がござい

まして、国体の競技でいいますと約40競技ほど

競技数はございますが、現在のところ、種目で

いいますと16競技を採用しております。種類と

いたしましては16競技ということでございます

が、この種目につきましては、やはり基準をま

ずはクリアされる方でないといけませんので、

競技によってはこの基準になかなか達しないと、

あるいは希望がないというような競技もござい

ます。ただ、今後２巡目の国体が10年後に控え

ていますけれども、先ほど国体で約40競技と申

し上げましたが、中には現時点で指導者がなか

なかいない、あるいは不足しているという競技

もございますので、今後そのようなところも踏

まえまして、そういった種目についても特別選

考で受けてくださる、そういう資格を持ってい

らっしゃる方への働きかけを行っていきますし、

実は、昨年あたりも教育長と私のほうで大学を

回ってＰＲをしながら、できるだけ全競技の強

化ができるような形にはしてまいりたいという
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ふうには考えております。

○外山委員 ３ページに教職員の年齢構成状況

が示してありますけれども、課題とか、これを

もとに何を読み取ればいいのか、具体的に。

○西田教職員課長 例えば一番右下の全校種で

見ると、平成38年が国体としますと、50から以

降が退職されるので、その推移にひとつ注目す

る必要があります。退職者数が採用者数という

部分があるんですが、ただ、マイナス要因とい

うものがありまして、一つは、児童生徒数の減

少であります。児童生徒数が減少すると教員数

が減ります。実は、平成18年から平成28年にお

いて975名の減少となっておりますので、この図

から言うと、この退職者数からマイナスにしな

いといけない。もう一つは、再任用制度が始ま

りました。本年度、退職者の大体35％が希望さ

れております。そういう条件を引いていきます

と、若干教員採用は今後ふえる傾向にあるんで

すが、ここに見る数字ほどふえないというふう

に見ていただくとありがたいと思っています。

○外山委員 再任用を含めて当面は賄えるけれ

ども、新たな先生たちが育たないと、いわゆる

スポーツだけじゃなく、学力もそうですけれど

も、だんだん、心配ですよね。それに、少子化

が進んでいるから採用も抑えられるわけですし。

一般企業でもそうでしょうけれど、教職員の場

合は採用の枠があるから難しいですよね。

○西田教職員課長 おっしゃるとおり、採用枠

はありますが、今のところ40歳以下を採用の基

準としておりまして、その層をふやしていくと

いう方向であります。もう全国的には年齢撤廃

のところもあるんですが、本県としまして、今、

議員のおっしゃいましたように、若い層をふや

すためには、やはり40歳のラインを維持しなが

ら、採用を進めているというような状況です。

○有岡委員 ２年前の特別委員会の中で話題に

なりましたのが、障がい者スポーツの指導員の

確保をやろうじゃないかというお話があったと

思うんですが、その後、そういった取り組みは

いかがでしょうか。指導者数とかの登録者数と

かに反映されている現状がありましたらお知ら

せください。

○古木スポーツ振興課長 障がい者スポーツに

つきましては、特に、まず本課にかかわること

につきましては、パラリンピック関係で支援と

いうことで、そういうトップの障がい者スポー

ツにかかわる選手、指導者の支援というところ

はスポーツ振興課としても取り組みを始めたと

ころであります。基本的に障がい者スポーツに

つきましては福祉保健部の担当になろうかと思

いますが、ちょっと、ここはもう無責任なこと

は言えませんが、今、障がい者スポーツの資格

取得のための支援を障がい者スポーツ協会のほ

うと連携をし始めているという話は聞いており

ます。

○有岡委員 例えば、特別支援学校あたりで小

中高連携をしながら、10年間でブロックを広げ

ながらでもチームを構成していくとか、そうい

う話も２年前の特別委員会で出たわけです。そ

ういった意味で、広域でそういった取り組みを

するとか、そのための指導者を育てていくとか、

そういったことを進めていかないと、選手を強

化する前の段階まででき上がっていない状況に

なってしまいます。また、大会に出られる環境

ができていない、そういうことですから、もう

ちょっとパラリンピックという、特に経験がな

い分野ですので、これをもう少し強化すべきだ

なというのが一点。これは要望で結構です。

それと、観光推進のほうで、そういう障がい

者スポーツの大会を誘致していこうという動き
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はないのでしょうか。

○福嶋観光推進課長 障がい者に関しましては、

例えば、パラトライアスロンの誘致といいます

か、合宿を受け入れたりということは行ってお

りまして、トップアスリートなんですけれども、

そこが受け入れられれば、裾野も広がってくる

んではないかと考えております。

○有岡委員 やっぱりこういう障がい者スポー

ツ、パラリンピックの選手の活躍というのは、

県民の方に大変勇気を与えるという意味では効

果的だと思いますので、ぜひ観光の分野でも取

り入れていただけると意識の向上になると思っ

ていますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

○前屋敷委員 スポーツ少年団の指導者の数が

示されておりますが、スポーツ少年団はかなり

数も多いと思っているんですけれども、競技種

目、先ほど40種目とか出ていますが、今、現状

で県内でスポーツ指導員の方はどういう種目と

いいますか、何種目ぐらいに何人ぐらいなのか、

ちょっと教えてください。

○古木スポーツ振興課長 スポーツ少年団の競

技数については、しばらくお待ちください。済

みません。まず、登録数でございますけれども、

総人数といいますか、今、宮崎県で少年団に加

入している数は１万3,335名でございます。これ

は、人数で言いますと九州では３番目の数でご

ざいまして、あと、団体で言いますと、まず、

多い団体から言いますと、バレーボールが174団

体で1,982名ということですが、軟式野球が116

団体で2,099名と人数は軟式野球が一番多うござ

います。サッカーが85団体で1,835名と、これが

ベスト３になりますが、競技数としては、その

ほか剣道、空手道、ミニバスケット、ソフトボ

ール、陸上、柔道、バドミントン、ソフトテニ

ス、そのほか、あと武道のほうも少林寺拳法と

か、そのほか複合種目というのもございます。

また、一つの競技だけじゃなくて幾つかを取り

組むというところもございまして、数としては、

一応13の区分をしているようでございます。

○前屋敷委員 押しなべて13種目で3,000人ほど

の指導者の方がいらっしゃるということなんで

すが、子供たちもどの競技が自分に向いている

のか、興味でそのスポーツに携わるということ

が最初のとっかかりだろうと思うんです。どの

競技に向いているのかということも含めて、い

ろんな競技を見たい、実際自分が参加したりと

いうことがスポーツの裾野を広げるという意味

では大事なことかなと。そのためにはやはり指

導者の方々がやっぱりふえないと、そういう競

技にも接することもできないというようなこと

もあったり、いろんな競技を見ることから始まっ

たりするものですから、そういうような結構、

直に見られるようにとか、そういういろんな工

夫だとかが必要かなと思っています。

先ほどの40種目のうち16に絞っているという

話なんですけれど、そういった意味でも、いろ

んな種目で活躍ができるような状態が望ましい

かなというふうにも思っていますので、その辺

のところはぜひ頭の隅にでも入れて取り組んで

いただきたいと思います。

○日高副委員長 関連で質問をいたします。私

もスポーツ少年団の本部長をもう６年ぐらいし

ていまして、最近、全国的に見ると団同士が合

併してやっと活動できる状況というのが出てき

ているんですけれども、宮崎の場合を見ますと、

あらかたそういう状況はないのかなという、よ

くやっているなと正直思っています。ただ、実

際、例えば、ドッヂボールとかサーフィンとか、

もう本当に、それは基準に合致していないとこ
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ろでも引き入れて、登録をさせながら団員数を

もたせていると言えば失礼ですけれど、そういっ

たことはしているんです。また、競技団体登録

数とか少年団の登録者について説明がありまし

たが、これは、できれば市町村別のデータがあ

れば、ぜひ資料を提出してもらえればいいかな

と思っております。

あと、必要なのは、指導者もそうですけれど

も、そこに携わる審判とか、この辺の育成は実

際どうなっているのか。この問題は、多分国体

まで引っ張る問題ですよね。その辺をちょっと

お聞かせください。

○古木スポーツ振興課長 まず、市町村別の登

録状況等については、県の体育協会にスポーツ

少年団の本部がございまして、そこでまとめて

おりますので、資料のほうはそちらのほうをお

持ちしたいと思います。

２つ目は、審判の件でございますが、やはり

国体は40競技ありましても、仮に、本県で国体

を全競技開催をするとしたときに、施設もさる

ことながら運営のほうは大丈夫なのかというと

ころも、一つは大きな課題もございます。やは

り競技者が少ない競技もございますので、そう

いった競技については、競技者は当然国体があ

りますとそこに参加をしないといけないわけで

すから、それを支える役員、審判等々もやはり

育成をしていかないといけないということは当

然課題として出てきます。今、体育協会のほう

は、審判もそうなんですけれども、まずはその

競技に携わる方々をふやす取り組みを各競技団

体のほうに投げかけながら始めているところで

ありますので、こういった取り組みは、今後、

非常に大切になってくるかなと考えております。

○日高副委員長 そこをふやすということも一

つはあるんですが、やっぱり高齢化をしている

わけですから、今の競技者で、指導者や審判も

やってもらうとか、そういった要請もしっかり

していかなくてはいけないと私は思っています。

そこまでするべきだというふうに思っています

ので、よろしくお願いいたします。

○丸山委員長 今、副委員長のほうからありま

した、市町村ごとの各種スポーツ団体の数につ

きましては資料を要求したいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。では、次回までに資料の準

備をよろしくお願いいたします。

○松村委員 ６ページ、７ページの２巡目国体

に向けたスポーツ施設の整備についてお伺いを

したいと思います。

今後のスケジュール案の中で、６月からより

具体的に整理をしていって必要性などを深めて

いくことになると思うんですけれども、６月と

いうと既に始まっているのかなと思いますが、

ここに案という形で入っているのはなぜかとい

うこと。それともう一つ。２番に施設整備にお

ける検討の視点というのも、これが案と入って

いるんですけれども、こういうことはもう既に

決定をして進まれているんでしょう。

○古木スポーツ振興課長 一応ここで案という

のは、こういう考え方のもとで進めていきたい

ということで、常任委員会あるいは特別委員会

のほうでもお諮りをいただきまして、御意見を

いただいて、しっかり固めていきたいと考えて

おります。

○松村委員 なるほど。庁内検討会議というの

はもう既に始まっているということですよね。

その中で、私もちょっとまだ理解をしていない

のですけれども、国体準備スタートアップ事業

の１番から４番までの検討事項は、既に委託さ

れていると考えていいんですよね。

その中で、最終的には平成29年３月に基本構
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想案というか、を出されるということですが、

ここでは既に改築あるいは新築を必要とする施

設については、場所とか、あるいは新築なのか

改築なのか、そういうところも、基本構想案の

中でそれを決定されるということでよろしいん

ですか。

○古木スポーツ振興課長 最終的な３月の基本

構想案におきましては、これは県有施設の３つ

の施設、陸上競技場、体育館、そして水泳場に

ついての一つの案をここでお示しをしたいと考

えております。

○松村委員 わかりました。これは３施設に絞っ

てということなんですね。いや、検討方法の中

に市町村や競技団体からの意見聴取もあったん

で、国体に向けて県有施設でやっていく必要が

あるところと、あるいは市町村自体の施設を活

用していくところとか、そういうことを含めて

検討をされるのかなと思いまして、市町村の施

設整備等もやっぱり関連してくるんだろうなと

思ったので確認をしたところです。

今年度から施設整備の方針が具体化するとい

うタイミングを受けて、今回、この特別委員会

が設置をされたんだと私は理解をしていますの

で、そのほかの市町村等との協議、意見聴取等

はありますけれども、その辺に関しての具体化

というのは、ことしは動かないということです

ね。

○古木スポーツ振興課長 今、御指摘のところ

でございますが、７ページの今後の主なスケジュ

ールのところをちょっと見ていただきますと、

県内のスポーツ施設の現状整理ということで、

ここは市町村も含めて、当課としても今、市町

村の施設と県有施設を含めて、国体を開催する

とするならばどうなのかというところを調査し

ているところであります。そういう中で、改築

が必要な県有施設にはどういうものがあるかと

いうことで、３つの大きな施設につきましては、

もう当然ここは必要になってくるということで、

国体準備スタートアップ事業でしっかり調査研

究をしますが、実は、それ以外にも県有施設で

改築が必要なところは多分出てくると思われま

す。例えば、自転車競技場であるとかライフル

競技場であるとか、そういったところもござい

ます。そして、市町村の会場も当然国体では使

えますので、その他の県有施設、そして、市町

村の施設につきましては、29年度以降に会場選

定をしていく予定にしております。会場選定の

段階でどのようなところにどうつくるかによっ

て、今後、整備等については考えていくという

ことで、当面県としてはこのスタートアップ事

業については大きな３つについて進めていく、

３月までに方向性を出す、それ以外の県有施設

で改築が必要になるところ、あるいは市町村施

設で会場となるようなところは、会場選定と並

行しながら施設について検討していくというこ

とになろうかと思います。

○松村委員 わかりました。スタートアップ事

業に関しては、３施設に絞って調査をしますと、

より具体化をしますということですね。そのほ

かの県有施設も同じく基本構想の中に入れます

よと、改築の必要性があるかというところも今

回、入れていきますよということですね。

○古木スポーツ振興課長 そのほかの施設につ

きましては、市町村施設の会場選定と並行して、

国体の会場になるかならないか等も、非常に改

築するかしないかにも影響をしてまいりますの

で、そこについては29年度以降に検討をしてい

くことになろうかと思います。

○松浦総合政策課長 この施設整備の問題とい

うのはいろんな部にまたがってくる問題であり
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ますので、私ども総合政策部としましても積極

的にかかわってまいりたいと思っております。

その中で、今年度、どういったことをしてい

くのかということなんですが、まずは、全体的

に国体を実施できるためにはどういう機能なり

を備える必要があるのかということ、それを現

状に照らし合わせたときに、どういった改修な

り改築なりが必要なのかということなど、考え

方をまず整理する必要があると思っております。

それが最初の段階での整理であると理解してい

るところでございます。

その中で、改築が必要なものについては、早

目に改築の規模なり予算なり、そういったもの

を含めて検討していく必要がありますので、庁

内の検討会議と並行しまして、スタートアップ

事業の中で、少なくとも先ほどお話がありまし

た３つの施設については改築をする必要がある

んじゃなかろうかということで選定をしている

んですけれども、それ以外でどういう対応をし

ていくのかというようなところも含めて、今年

度、大きな考え方を整理をしていこうと考えて

おります。

その中で、使わせていただく市町村施設も出

てくると思いますので、そういったものについ

て、どういった対応をしていくのかについては、

細かなところはまた来年度になると思うんです

けれども、基本的に国体ができるための機能を

どこまで持つ必要があるのかという観点で今年

度、検討するということでございます。

○松村委員 何となくは、わかりましたけれど

も。改築が必要な県有施設というのは、３つ以

外にもたくさんあると思います。その中でも明

らかに必要な３つについては先行して、今回、

しっかり調査をして、事業方針についてもやり

ましょうと。そのほかの県有施設については、

市町村がやるべきところと県がやるべきところ

の役割分担を含めて、もし使わないんだったら

そんなに改修をする必要もないかとかいうとこ

ろを含めて、来年の３月の基本構想に上げてい

きますというふうに考えてよろしいんですよね。

○松浦総合政策課長 基本的にはそのような方

向で進めてまいりたいと思うんですが、県との

進みぐあいで市町村のところを明確に線引きが

できるかどうかというのはわかりませんけれど

も、ある程度の基本的な考え方は整理をしたい

と思っております。

○松村委員 重要な指導する立場であったり、

リーダーとして施設改修もやっていかないとい

けないと思うんですけれども、それぞれの市町

村も、国体あるいはいろんなスポーツ施設に関

しては、それなりの期待と意欲もあると思うん

で、先ほど言っていた市町村との協議あるいは

これからの施設整備を市町村がどうするかとい

うところも含めて、十分また議論を進めていた

だきたいと思います。

○井上委員 総合政策課長にお伺いしますけれ

ども、今、松村委員に言われたとおりに理解し

ていいですよね。

○松浦総合政策課長 はい。そのように僕らも

考えております。

○井上委員 じゃ、そこを確認した上で、３施

設については２巡目国体をやると。そして、31

年のインターハイはどうするのかというのと、

両方があるわけだけれども。インターハイとの

関係はどうする。インターハイは全く別ですか。

○古木スポーツ振興課長 インターハイにつき

ましては、基本的に既存の施設を使うというこ

とで条件はクリアができますので、これは別に

考えております。

○井上委員 前回の委員会でも私がちょっと申
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し上げたとおり、県民の皆さんにそういうこと

も含めて納得をしていただくためには、一つ一

つのことを丁寧にクリアをしていかないと。い

や、だめではないかとか、いろんな意見も出て

くる可能性も高いけれども、県としては、こう

いう方向でやりますよということについては、

みんな、きょう、確認をしているわけだから、

もうそこから進もうというように考えて意見を

言わせていただくということにしますよ。だか

ら、３施設については、もうこれは皆さんが課

題として書いておられるとおりの状況なので、

これはもう確認済みとして、先に飛ばして、検

討結果が出てからというか、基本構想が云々と

かと言っている場合じゃないわけ。２巡目国体

に向けてこの３施設については、これはもう私

たちが書いたんじゃない。皆さん方が書いてい

る。これはもう、現在、国体の基準に適合をし

ていないとか、そういうことを書いているわけ

だから、これは議論を先に進めてもらわないと

困るわけ。その具体性というのは、国体準備ス

タートアップ事業で調査も具体的にやりますよ

ということで理解していいということよね。だっ

たらそれは、来年の３月まで待たないといけな

いということになるのですか。

○片寄教育次長 この３施設については、確か

に、例えば陸上競技場が一番イメージが湧くと

思いますけれども、現時点では国体の基準を満

たしていないと。国体をやろうとするときに、

基本的には改築が必要になるだろうと思ってお

ります。では、どこに改築をするのかといった

ところは、やっぱり、例えば今の運動公園は津

波の浸水の危険性もございますし、今回、国体

をもう完全にターゲットに絞った議論を進めて

いこうと思っておりますけれども、国体で使う

施設というのは、ある意味、今度は全国障がい

者スポーツ大会でも活用があると。そこら辺の

安全性をどう担保して、そこをきっちり議論を

しなきゃいけないと。そうなったときに、現有

地で改築していくのか、また、県内市町村から

もいろいろ御要望もいただいておりますので他

の場所でやるのか。そこら辺はコストの関係も

ございますし、最終的には、また実際、大会を

運営するときに一番利用者の利便性とかも考え

なきゃいけない。少なくとも今回やろうとして

います３つの主要施設については、そういった

観点から今年度中に調査、研究を進めていきた

いと。

若干、補足をさせていただきますけれども、

基本構想案を３月というふうに書いてございま

す。これは、たたき台が３月にできるというと

ころで、それを目指して当然やっていくわけな

んですけれども、最終的にそれを踏まえて、議

会とか市町村とか団体とかの意見もいただきな

がら、最終的に基本構想案を踏まえて、29年度

の、我々としてはできるだけ早い時期に県の方

針というものを固めていきたいというふうに考

えてございます。これは議会でも、昨年度、29

年度中に県の方針を固めたいという答弁をして

おります。今年度、一応たたき台が３月末には

できますので、それまでにいろんな御意見をい

ただきながら、３施設については、29年度、早

い時期に最終的な方針を固めていきたいと考え

てございます。

○井上委員 私も一般質問をさせていただいた

ので、あそこの場所が適切かどうかという問題

も含めて、いろんな意味で提案をさせていただ

いたところなんですが、２巡目の国体について

は、知事も答弁が明快であったかどうかという

確認は難しいところもあるけれども、やると言っ

ているわけだから、だから、それだったら庁内
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の検討会議は、もっとやっぱり具体性がないと、

裏づけになるものはどうするんだとかというこ

とも議論してもらわないと、例えば、教育委員

会の中で、皆さん方のところだけで議論をして

済む問題とはちょっと違うと思う。だから、そ

このところをきちんとしてもらわないと曖昧な

議論しかできないし、私たちも皆さんから報告

を受けても、それをそのまま、ああ、そうかと

いって受け取れなくなるわけ。だから、問題視

をしているわけ。だから、進むべきところにつ

いては、きちんと先に進んでおかないと、そし

て、やっぱり問題は、大きく言えば裏づけの問

題が一番大きいわけで、裏づけをどうするのか

と、裏づけはどういう方法があるのかと。私は

一般質問の議論の中では、市町村との関係とい

うのはそういうことも含めての裏づけなんだけ

れども、裏づけをきちんとしないと、本当にこ

れは、ただ、絵に描いた餅で終わってしまう可

能性、できませんでした、で終わってしまう可

能性というのはあると思う。だから、きちんと

切るべきところについては切って、先ほど課長

から報告を受けたような、まだ、検討に値する

部分のところについては、皆さんがしっかりと

市町村とも協議して、ここは競技として難しい

かとか、こうだとかというのは、それはまた別

方向で出してもらわないといけないんではない

かと私は思っているわけです。

○片寄教育次長 おっしゃるように、今年度か

らスタートアップ事業で調査、検討を始めると

ころでございますけれども、10年後の国体の主

要施設、３施設については、具体的にどうして

いくんだといったところで、仮に改築するとし

た場合に、当然そこは財源的なものも踏まえて

詰めようと考えております。実現できないもの

を検討したって意味がありませんので、きっち

り実現を前提とした上で、どういう形がいいの

かというところについて全庁的な議論を進めて

いった上で、調査、研究、それから方針を固め

て、それから、次のステップに移っていくとい

うような段取りを考えてございます。

○四本教育長 若干、補足をいたしますと、も

う既に庁内の検討会議というのは、昨年度から

やっているわけですが、例えば、国体の施設整

備をするに当たり、国からの補助金みたいなこ

とになりますと、これはもう県土整備部の都市

公園関係のが一番大きいというか、ほとんどこ

れしかないんじゃないかというぐらいのもので、

したがって、実は検討委員会の中では県土整備

部長も入りまして、いろいろ補助金についての

制約の話であるとかということは一応いろいろ

説明をしたりして、その裏づけの部分について

も、検討委員会の中では検討という意味では始

めておるところでございます。

残念ながら、今年度のこの今の段階で、こう

いう検討をして、ここまで決めましたみたいな

ところはちょっとお示しができないわけでござ

いますが、その辺についてもスピード感を持っ

て、検討会の中では今、こういう検討をしてお

りますというような御報告も、常任委員会なり、

この特別委員会なりでそのうちさせていただけ

ればなと思っておるところでございます。

○井上委員 教育長が答えていただいたので、

もうそれを、激しく言う必要はないところもあ

るんですが、とにかく国からは余りたくさんの

補助は来ないということは頭に入れておいてい

ただいて、だから、財源の確保の仕方について

は、やっぱりきちんと市町村をしっかり含めて

議論をしておかないと、これはどういう方式だ

とこういうものができるだとかということを具

体的にきちんとやってもらわないと、途中で投
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げ出すようなことがあっては、もうこれはとて

もじゃないけれども、もう県政の終わりにもな

るし、本当に慎重であると同時にスピード感が

ないと、これは突破ができるところも突破がで

きなくなってしまうので、そこは丁寧にやって

いかないと。そんなに時間がたくさんあると思

えないので、そこは丁寧にやっていただきたい

と思います。

○日高副委員長 先ほど松村委員が言われた、

今後の主なスケジュール案についてです。これ

は、何回も言いますけれども、国に要請した時

点で、こういうのはできていないといけないわ

けです。国体準備スタートアップ事業で１年間

使うんですよね。これは１年間、遊びですよ。

市町村については調査をされるということで、

誰がどういう調査に携わっていくのかというの

も全く明確でない。本当具体性がなさ過ぎて、

正直、何だろうという気がしております。

それと、先ほど次長さんが言われました南海

トラフ地震との関係、津波による浸水想定があ

りますということで課題が挙がっている。そし

て、検討の視点ということで、地震・津波災害

の想定をして利用者の安全性を確保することと

いうのが課題になっておるというのは、もちろ

ん財源が伴う話です。これはもし、そういう心

配が出れば、場所を移転しますということです

よね。私は、正直言わないほうがよかったよう

な気がしております。ここに今、現実に宮崎キャ

ンプに来ている、いろんなプロとかアマチュア

がいますよね。この書き方は、これを既にこの

時点で否定しているんです。教育委員会として

はもう木花を否定しているということなんです

ね。これが、やはりある程度、コンサルに出さ

れたわけです。この検討の最終的な構想が出て

からどうするかということは、その時点で津波

の心配がどうのこうのという話はするべきだと

私は思うんですけれども、その辺はどう考えて

いますか。

○片寄教育次長 運動公園の件でございますけ

れども、基本的には、まず現時点でいろんな大

会とかスポーツキャンプもやっております。こ

れは前提として、避難施設、それから、その標

示とか、できる限りのことはやっている上で現

在、運営をしているところでございます。ただ、

まだ強化したほうがいいんじゃないかというこ

とは、今後、予想はされますけれども、今、取

り得る対応はしているというのが現時点での状

況でございます。それを前提に、今後、運動公

園をどうしていくのか、国体を仮にあそこでや

ろうとしたときに大丈夫なのか。とりわけ心配

なのは全国障がい者スポーツ大会をあそこで全

てやっていいのかとか、いろんな検討課題が出

てくると思います。したがいまして、決して運

動公園を全然使わないとか、そういうことでは

なくて、国体とか全国障がい者スポーツ大会を

やろうとしたときに、あそこの安全性をきっち

り再点検して、その中で、例えばどこかの施設

を改修しなきゃいけないとか、もしくは、この

部分については、運動公園を新たにつくろうと

した場合に運動公園と分けていくとか、いろん

なパターンが出てくると思いますので、そういっ

たところを、ことしのコンサルに依頼しました

調査の中で、専門的な見地から調査、検討をし

ていこうというような考えでございます。

○日高副委員長 木花の総合運動公園を使用し

ている競技団体が常に考えるのは、津波のこと

です。やっぱり逃げるところが少なく、あそこ

には死角が相当あります。さっきの何か繰り返

しになるけれども、津波が来てしまうと危ない

のかなと思っています。今、南海トラフのいろ
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いろなことが言われているわけですから。そう

なってくると、あそこを改築するのか、新しい

場所を見つけてということになれば新しい用地

も用意しないといけない。さっきの県土整備部

の話も教育長から出ましたけれども、実を言え

ば、これは県営の公園でないと補助率が格段に

下がるわけです。さまざまな作業を今後する必

要があるのに、この案で来てて、この基本構想

で29年３月って。このことは最低でもこの時期

までには出さないといけない問題です。29年度

までずっとまだ引っ張るんですか。話になりま

せん。もう１年ぐらい前からずっと言っている

のです。これで本当に国体はできるのかなとい

う気がしているのです。また、一番の問題はこ

の庁内体制です。教育長が、これを成功させた

いって気持ちがあられる一方で、現実に教育委

員会に財源の確保などの予算関係までできるの

かといっても、なかなか厳しい問題がある。や

はりここら辺りは本当にスピードアップして、

本気でやっていかないと。もう一回、体制を立

て直して、私たち議員も一体となって進めてい

くといった、ゼロからスタートをする必要が私

はあると思うんですけれども、その辺を誰に訊

けばいいですか。

○四本教育長 まず、国体準備スタートアップ

事業でございますが、３月にその事業の成果が

出てくると。それまではコンサルタントが検討

をしていくということでございますが、３月に

なってその答えを見て、ああ、そうですか、じゃ、

どうしましょうかでは、もうまさに、おっしゃ

るようにスピード感のない話でございますから、

今年度の庁内検討委員会あるいは常任委員会、

特別委員会でのいろんな御議論を踏まえた、だ

んだん煮詰まってくるといいますか、進展があ

るわけですから、それは適時コンサルとまたい

ろいろ話をして、そういう方向での成果が出て

くるというようなことを目指したいと思います。

それから、体制的なことを申し上げますと、

副委員長のおっしゃるところで、大変残念なが

ら今年度は教育委員会主体でスタートをしてお

りますので、これは、私もそこについてはいろ

いろ考えないわけではないのですが、正直言っ

て、年度途中で、例えば、総合政策部が主体で

やるような形に変えるとかというのは、なかな

かちょっと厳しいところもあります。ただ、今

年度スタートでの時点で何とか総合政策部と県

教育委員会とで、とにかく合同でこのことをやっ

ていくという形はとれたところでございますの

で、実質的には、さっきから申し上げているよ

うに、全庁を巻き込んだ形での検討になってお

ります。また、外から見える体制として、来年

度、これをどうしていくのかということは当然

また出てくると思いますので、その辺のところ

で対応をしていきたいと思っております。

○日高副委員長 総合政策部にやれとは言って

ないんですけれども、やはり何か準備室みたい

な、そういうのをつくっていって、そこで調整

をしていくようなことをしないと、今のままで

はうまくいかないから、うまくいく方法を探っ

てほしいということなんです。体制を変えろと

いうことではなくて、何かスピードアップでき

るような体制を、今、教育委員会が主体でやら

れているわけですから、もっとちょっとその辺

を要望したいなと。お願いします。

○外山委員 もう国体が決まって、この３施設

については、建てかえもしくは、あるいは大幅

改修をしなければ国体はできないわけよね。ス

タートをもう曖昧にしないで、そこからスター

トをすればよいと思うのです。国体をするため

にはこの３施設は、津波のことを考えれば、場
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合によっては移転もあるかもしれない。でも、

あるいは、あの場所でやるかもしれない。要す

るに、この３つはいずれにしてもとにかくまず

先にめどをつけないと国体ができないというこ

と。だからもうわかりやすく、もう曖昧、困難

とかじゃなくて、とにかくこれをやらなければ

国体はできないんだという認識でスタートすれ

ば、ほかの競技は各市町村のいろんな施設を多

少改築して使えるのかもしれないが、これだけ

はもうこの時点で、そういうことですね。これ

は金銭的に相当かかりますよね。それを承知の

上で進めるわけだから、準備する中で、もう早

い時期からある程度示しておかないといけない

かもしれません。

ついでに言えば、いろんな課題があっても、

国体は毎年どこかの県でやっているわけだから

何とかやっていけるのよ。そう思いますが、あ

と問題は、こういうお金のかかるところとか、

どうせお金をかけるのならば、その後、有効に

使える施設をつくれば無駄じゃないと思います。

○松浦総合政策課長 ポイントは、いかに早く

動かしていく形をつくるかということだと思っ

ております。先ほど、スポーツ振興課のほうか

らスケジュールについて御報告がありましたが、

大きな改築等が必要な場合には、市町村との協

議が必要になってくることもあると思います。

現地建てかえでなければ、どこかの市町村の施

設をお借りするとか、一緒にやるとかいうよう

なことも出てくるかもわかりませんので、そう

いったところを現実的に考えながら絞り込んで

いく必要があると思っておりますので、そういっ

た作業を並行してやっていく。そのために、や

はりどういった、例えば、陸上競技場であれば

どれぐらいの予算がかかりますよとか、どういっ

た設備が必要であるとかいうような整理は専門

的に必要でありますので、このスタートアップ

事業を活用して、ひとつの案を示してもらう。

ただ、それが実際に可能であるか、どう対応し

ていくかを検討するのは庁内検討会議だと思っ

ておりますし、実際に動かす場面では市町村と

の協議も必要になってまいりますので、そういっ

たところの調整については総合政策部としても

かかわっていかなければ思っております。そう

いう意味では積極的にかかわってまいりたいと

思っておりますし、できれば、今年度末ぐらい

にはある程度の青写真ができるというところま

で持っていきたいというのが、この基本構想案

まで持っていきたいという趣旨でございますの

で、そういう形で御理解をいただければと思っ

ております。まだ、細かなところまで整理がで

きていませんので、もやもやっとしていて申し

わけないんですけれども、できる限り早く形に

していきたいと思っておりますので御理解をお

願いいたしたいと思います。

○右松委員 再確認をさせてください。総合開

会式が行われる陸上競技場は、収容人数等で基

準があると聞いています。それから、水泳設備

に関しては、今の状況だと、タッチ版が設置で

きないと。あと、県体育館に関しては、一昨年、

見に行きましたけれど、床も何度も張りかえを

しているような状況で、これに関してもやっぱ

り前回、閉会式をやっているということで、こ

の３つはやはり先にやるということでしたけれ

ども、築年数も随分たっている中で、これはも

う一部改修ではちょっと済まないのかな、全面

改修になってくるのかなと思っています。先ほ

ど移転もあり得るということでありましたが、

この基本構想の中では、再度確認をしますけれ

ども、費用面や財源も明示するということでよ

ろしいでしょうか。
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○古木スポーツ振興課長 基本構想案でござい

ますけれども、どの施設をどの場所に、どのよ

うな規模でというところをお示ししたいと思っ

ております。また、費用あるいは国の補助等も

どういうものを想定しているのかということも

踏まえて、あるいはＰＦＩという手法もござい

ますので、そういったことも含めて調査、研究

をした案としてお出しすることを考えておりま

す。

○右松委員 わかりました。それから、ここに

出ている表の残りの12施設に関してですけれど

も、これに関して、先ほど市町村施設の改修利

用も含めて考えていくということでありました

が、ある程度、優先順位をつけていただいて、

それで、限られた財源の中でこれはやっていく

ということを基本構想で出していく必要がある

のかなと思ってはいますけれども、その辺はやっ

ぱり難しいというふうに認識をしたほうがいい

でしょうか。

○古木スポーツ振興課長 今、御指摘がござい

ましたように、この３つの施設以外の県有施設、

もうこれも、先ほど来、申し上げていますが、

市町村の会場等との調整もありますけれども、

現段階のある程度の方向性というものは、３月

までには県としてもしっかり整理をしたいと考

えております。

○右松委員 わかりました。鋭意よろしくお願

いいたします。

○徳重委員 先ほどから議論がされているんで

すが、３施設について、どう考えても新設とい

うことになりますと相当なお金が必要です。例

えば、プール、鹿児島に昨年、調査に行きまし

た。プールが70億円かかっているんです。プー

ルをつくるのに70億円、それに体育館をつくっ

たら、恐らく50億円かかるのかなと想定されま

す。そしてまた、陸上競技場の拡張、その他か

かると、恐らく200億円、300億円近くのお金が

要るのかなということです。それと、各市町村

に施設をお願いすると、もう単独で市町村でやっ

てくださいというわけにはいかないだろうなと、

こう思います。そう考えると相当な県の支出が

必要だと思いますが、計算をしてみなきゃわか

らないというんじゃなくて、ある程度の総体枠

というか予算というのが出ているのかどうか。

ただ、改修したい、あるいは新築したいという

思いだけなのか。最低そこに必要なお金という

のはなければいけないわけです。補助枠という

のは大体決まっているわけですから、宮崎だけ

余計に負担するということにならない。財政力

がないから余計に負担するというわけにはいか

んでしょうから、それだけの裏づけなるものが

想定されるのか。今、考えていらっしゃる範囲

内で結構ですが、総体的にどれぐらいの数字を

考えていらっしゃるのか、ちょっとわかってい

たら教えてください。

○片寄教育次長 正直に申し上げまして、現時

点では全く数字はつかんでございません。これ

で、まず３施設をどういう方向でやっていくか

というところで、それは場所でも予算というの

は変わってきますし、それから市町村が絡んで

くる場合には、当然また県の持ち出しというの

も変わってまいります。それ以外に県有施設、

改修のところも幾つか出てくると思います。そ

れから、５月に国会議員への要望で、東京で御

説明したんですけれども、そのときにも、一言

で言えば、できるだけ県内でバランスよく開催

してほしいという御意見もいただいております。

それで、市町村の施設で使えるところは、やっ

ぱり当然使っていくという考え方がいいんじゃ

ないかなとも思っております。そこら辺を今年
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度のコンサルの調査の中で、全体図は粗くなり

ますけれども、まず出していきまして、この主

要３施設については、先ほど課長が申しました

ように、額や財源で、例えば国の補助金がこの

くらいは活用ができるとか、そういったレベル

までは、算出できると思いますけれども、残り

のところはちょっと全体像を見た上で、その次

の作業になってくるかなと思っております。

○徳重委員 今、おっしゃったように、３施設

については、もう３月までにはある程度の数字

を出してこないと、もう間に合わないと。10年

しかないわけです。先ほどから出ているような

ことでございますので、ぜひひとつ一日でも早

く、そういった真剣な議論をしてほしいと思い

ます。

○日高副委員長 教育長にお尋ねいたします。

県営電気事業みやざき創生基金、これが５年

間でたしか30億円でしたよね。国体関連の予算

にもそのお金を使えますという文言が、説明書

きの３つのうちの一つにあったと思います。こ

の辺のことを訊いたら、これは県営施設以外の

ところで行われる地域に対する補助金として、

それに回せるということだったんです。この辺

の詳細はどうなのか。

○四本教育長 今年度から企業局のほうが、３

年間、10億円ずつ、したがって、30億円を一般

会計に拠出いたしますと。そうすると、それを

受けて一般会計は５年間の事業としてそれを

使っていくと、そういう組み立てであったと思

います。ただ、つまびらかに記憶はしておりま

せんが、国体の施設とか国体関連の事業だけで

はもちろんなくて、これは県全体のいろんな事

業に使えますので、そのうち国体もたしか１項

目には挙がっておったと思うんですが、実は、

余り大した金額、これで何か体育館をつくりま

しょうとかというような額まではないと理解し

ております。したがって、私の立場で言えばもっ

と欲しいんですが、今後、３年間の30億円は一

応置いておいて、それ以外に何かそういう形で

出していただけると、非常に施設整備について

もありがたい話ではありますが、私の立場とし

て、どうこうは言えません。申しわけありませ

んが。

○日高副委員長 例えば30億円があって、３事

業が出ていました。例えば、単純に10億円、10

億円、10億円に分けるとします。10億円という

と市町村にとってみたら大きい。１億円で

も5,000万円でも、実をいうと、このお金ってそ

れでちょこっとしたものを整備ができる額です。

そこら辺との整合性といいますか、10億円も備

品を買うには高過ぎます。だから、今回、それ

はどういうふうに使うのかなということですが。

○四本教育長 ちょっとこの企業局の基金の使

途といいますか、これについては、申しわけご

ざいませんが、ちょっと今、資料がございませ

んので、また後で御説明をさせていただきます。

○亀澤総務課長 先ほどの県営電気事業みやざ

き創生基金のほうですけれども、財政課なり、

総合政策部のほうで、ことしの基金の使いよう

については、また今後いろいろ指示等もあるか

と思いまして、今の段階で教育委員会のほうで

これだけの整備ができるとか、そういったとこ

ろについては、今、教育長のお話がありました

ように、まだ出ておりません。もちろん、国体

開催に必要な施設という、この中身については、

まだ、しっかりとした話は財政課等とも含めて

議論をしていないところでございます。

○日高副委員長 そういうことではしようがな

いです。国体関連に使える予算であるのはわかっ

ているんですから。わかっていますよね。教育
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長が一番わかっているわけですから。そうした

ら、積極的に財政サイドに要求するぐらいして、

どんどん市町村との連携も同時に進めていくと

か、そういったこともどんどんやってもらいた

いですよね。

○四本教育長 ２巡目国体は県にとって大変大

きなプロジェクトであり、お金もかかりますけ

れども、教育委員会としてももちろん財政当局

に働きかけて、なるだけすばらしい大会になる

ように努力をしてまいりたいと考えております。

○日高副委員長 あと、一つだけ。先ほど、課

長が言われたコンベンション、たしかアスリー

トフードとか言われましたね。これは、例えば、

高い競技力のある一流アスリートに求められる

サプリメントとかそういったものを開発をして

提供していくのか。もしくは、観光分野で、有

名なアスリートが食べているものですよとか、

誰々選手が食べているこれはありますよとか。

どちらに軸を置いているのか。

○福嶋観光推進課長 本県が目指しているアス

リートフードといいますのは、他県との差別化

を図るために取り組んでいるものでありまして、

トップアスリートを対象に考えて開発をしてま

いりました。

昨年度、事業では、アスリートフードの増量、

減量、貧血、この３つに資するメニューを開発

したところです。県の栄養士会と一緒になりま

してメニューを開発して、実際に多くのアスリ

ートが泊まるホテルなどで既に提供をいただい

ているところです。

さらに、今年度はそれを下におろすといいま

すか、裾野を広げる意味で、アスリート弁当と

いうのを開発しようとしています。これは、本

県に訪れるキャンプ等で一番多いのは学生さん

なんです。その次が社会人、そして、トップア

スリート。数からいくとそのようになります。

今、トップアスリートには一定のレシピ開発が

できましたので、これを弁当に応用して、さら

に多くの、スポーツ少年団ですとか、そういっ

た方々に広げていこうという取り組みを今、行っ

ているところであります。

○日高副委員長 どっちかっていうと観光向け

ですが、私のイメージは、サプリメントをイメ

ージしたんです。やはり持久力をつけるサプリ

メントの開発とか、食品会社がいろいろやって

いるんです。それと、県とのタイアップでやる

とかいったら物すごくネームバリューも上がる

とか思ったんです。しかし、課長、女性ならで

はの視点で、先ほど言われたアスリート弁当と

か、そういったもので裾野を広げるということ

なんで、栄養学的には間違いでは全然ないわけ

ですからいいのかなと思いますので、これに加

えて私が言ったサプリメントとか、そういう研

究開発ということもぜひ取り入れるような方向

でも考えていただければと思います。

○右松委員 片寄教育次長にお伺いします。や

はり委員会答弁は、非常に重いもんですから、

ちょっと整合性を確認させてください。

基本構想が来年度、３月に出ますけれども、

これは３施設のみであるのか、それとも、先ほ

ど申し上げましたとおり、残りの12施設に関し

て、ある程度やはり調査結果を出されるのか、

優先順位も出されるのか、これをちょっともう

一度、答弁をお願いします。

○古木スポーツ振興課長 ３施設については、

先ほど申し上げたとおりですが、そのほかの施

設については、ある程度の方向性は出せると思

いますけれども、具体的にどのようにというよ

うなところまでは、先ほど来、申し上げていま

すが、国体の市町村の会場との絡みもありまし
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て、どのようにしていくかという考え方はここ

で出せるのではないかなと思っております。

○右松委員 考え方は出せるということであり

ますので、これはやはり、先ほど次長が答弁を

された、ほかの施設に関しても次のステップだ

と言い切っていいものかどうか。そこは、次長、

答弁をお願いします。

○片寄教育次長 今のをわかりやすく御説明を

しますと、３施設については、きっちり場所と

か額とか、きっちり議論の結果、調査の結果を

出します。それ以外の施設については、県内の

市町村の施設の調査を今回やっていきますんで、

その中で、例えば、十分これは国体の種目によっ

てはこういう施設、市町村の施設が使えますよ

ねというところも出てくると私は予想をしてい

ます。そこら辺でいきますと、では、今、県の

施設でやっている種目について新しい市町村の

施設ができている、もしくは、近いうちにでき

るということがあれば、市町村や競技団体の意

向との調整になります。いろいろとお話を聞い

たり調査をしていきますと、今、課長が申しま

したように、大体の方向性というのが出てくる

のかなと思っていまして、したがって、今年度

につきましては、３施設以外のところはきっち

りとしたものまではいきませんけれども、おお

よその方向性というのはぜひ打ち出していきた

いと考えてございます。

○右松委員 十分な答弁をありがとうございま

した。

○丸山委員長 国体を開催するとなると、選手

と関係者、そして応援をする方がすごく多くなっ

てくると想定されます。資料ではホテルの稼働

率を出していただいているんですが、実際、宮

崎に国体が来た場合に、宿泊施設は十分足り得

る状況なのかというのは、どうでしょうか。国

体だけではなくて、今はいろんなスポーツ、イ

ベントがあるときには、特に土日はほとんども

う宮崎は埋まっていて泊まれないということも

聞くものですから、現状を見たときに、国体が

来たときに、本当に宿泊施設は十分に足り得る

と認識をしていいものかを少しお伺いしたいと

思っているんですが。

○福嶋観光推進課長 国体を想定してというこ

とになりますと、まだ、何人ぐらいの選手や関

係者で来ていただけるのかというところがわか

りませんので、今ちょっと何ともお答えのしよ

うがないんですけれども、毎年実施しています

スポーツキャンプに関しましては、一応この表

にありますように２月がピークだというところ

で、確かに土日は満杯だという話でございます。

ただ、どうしても多くの団体がキャンプを張る

宮崎市に集中しがちなところはありますので、

宿泊については、大変申しわけないんですけれ

ども、例えば都城市とか日向市とか、そのあた

りまで足を伸ばしていただけるならば宿泊は可

能ということで現場では案内しているところで

す。実際、国体のときも、恐らく各市に競技会

場が分かれるのではないかと思われますので、

実際、今ある宿泊施設の中で、そこはうまく調

整をしていくのかなと考えます。

○古木スポーツ振興課長 国体ということだけ

で私のほうはお答えをさせていただきます。こ

れは２年前の特別委員会のときにもちょっと話

題になったことですが、１巡目の国体のときの

宿泊者数を参考までに。一番多いのが開会式の

ときに２万5,557名の方々が宮崎県内に宿泊され

ております。これは１巡目の国体ですけれども、

ピーク時が２万5,000人ということでございます

が、恐らく、現在、１日で２万5,000人の宿泊場

所を確保はできないと思います。昭和54年の当
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時も74施設で民泊をしております。例えば公共

施設であるとか寺院だとか、そういったところ

を活用して民泊をしております。ただ、その当

時からすると宿泊施設は減っていますし、国体

で宿泊をするというのは、今は少し減っている

かもしれませんけれども、それを考えても、恐

らく十分ではないんじゃないかなと考えている

ところでございます。

○丸山委員長 ぜひ、スポーツ施設だけではな

くて宿泊施設を含め、これはトータルとしてしっ

かりと議論をしていただかないと。本当にスピ

ード感、また、体制づくりを含めてしっかりと

取り組んでいただきたいというふうに思ってお

ります。

ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、ないようですので、

これで終わりたいと思います。執行部の皆さん、

お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時51分休憩

午前11時53分再開

○丸山委員長 それでは、委員会を再開します。

協議事項（１）の県内調査についてでありま

す。

それでは、資料をごらんください。

資料にありますとおり、７月28日木曜日と29

日金曜日に予定しております。28日は、高城総

合運動公園、狭野神社及び小林高校に行きまし

て、宿泊のほうは鹿児島市内を予定しておりま

す。なお、次の日は、鹿児島県庁では、かごし

ま国体に向けての取り組み状況等、また、鹿屋

体育大学では、スポーツパフォーマンス研究棟

というのが新しくできたみたいですので、これ

を含めて視察を予定しておりますので、どうか

よろしくお願いしたいと思っております。

このように進めておりますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 それでは、そのように決定いた

します。

なお、諸般の事情があって変更の場合がある

かもしれませんので、そのときには正副委員長

に御一任をお願いいたします。

また、８月末の県北調査の日程は、次の委員

会でお示ししたいと思っております。よろしく

お願いいたします。

次に、協議事項（２）の次回の委員会につい

てであります。

次回の委員会につきましては、７月22日金曜

日に開催を予定しております。

次回の委員会では、宮崎県体育協会、宮崎県

スポーツ施設協会及び代表的な競技団体におい

でいただいて意見交換を行いたいと思っており

ます。特に競技団体のほうは陸上競技場を使う、

体育館を使う、また、プールを使う競技団体と

いうことで、全ての団体を呼べないもんですか

ら、そういう主だった団体に来ていただいて意

見交換を行いたいと思います。テーマは、「２巡

目国体に向けた施設整備のあり方ついて」とい

うことで、しっかりと議論を深めていただき、

現場はどういうことを考えていらっしゃるのか

について率直に聴き取りができればと思ってお

りますが、そういうような形で調整してもよろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 そのように決定いたします。

また、次回委員会では、10月12日から予定さ

れております県外調査の調査先等について御協



- 25 -

平成28年６月20日（月曜日）

議をいただきたいと思っております。それでい

いですね。それでは、そのように進めていきた

いと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 最後になりますが、協議事項

（３）その他、皆さんから何かございませんで

しょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○丸山委員長 ないようですので、先ほど言い

ましたとおり、次回は、７月22日金曜日、午前10

時から開会を予定しております。よろしくお願

いします。

それでは、以上で本日の委員会を終わります。

ありがとうございました。

午前11時56分閉会


